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おわりに

　はじめに

　ただいまご紹介にあずかりました森岡といいます。今日は「名字のルーツに見る日本人のくらしと

文化」ということで話をしたいと思います。福井県ですが、実は何度か来ていまして、新幹線ができ

て今回初めて来ました。関東から来やすくなりましたね。以前は米原回りで来ていましたが、米原で

の乗り換えが面倒くさかった覚えがあります。もう一回来た時には団体さんが乗っていて、米原駅降

りれないんじゃないかと思った記憶があります。それぐらい面倒くさかったんですけど、今はもう新

幹線 1 本で来ることができますから、とっても楽ですね。

　また、先ほどご紹介いただきましたけれども、NHK で「日本人のおなまえ」という番組をやって

いまして、 5 年ほどやりました。NHK のレギュラー番組って、レギュラーになる前に必ず特番をや

るんです。担当のディレクターがそこで一回全部作って特番やります。失敗すると多分ないんですね、

本当のレギュラーは。それが成功して初めて翌年からレギュラーで始まるんですけども、その1年前

の特番の時に、私ここでのロケをやりました。鯖江でロケをやりまして、朝から前乗りして、小雨の

降る中で朝から夕方までずっと収録して回して、本番の収録をスタジオで見たら 3 分でした。いろん

な方を訪ねたんですよ。いろんな方を訪ねてお話を聞いて、収録を見たら 3 分で色んなシーンが映っ

てないなと思いました。やっぱりそういう意味では NHK の特番というかレギュラー番組ってすごい

んですね、撮ったもののほとんど捨ててるっていう。そういうことで、無事 5 年間ほどレギュラーで

ありましたけれども、残念なことにコロナ禍になりました。名字のルーツってほとんど地方にありま

す。東京って歴史が浅いんですよ、基本的に。なので名字のルーツが東京にあるケースは少なくて、

ほとんど地方にあるのであの番組は地方のロケと取材で成り立っていました。ところがコロナ禍で地
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方ロケが禁止になって、東京とその周辺だけのロケですとだんだんと厳しくなっていったというのが

ありました。そういうこともあって番組が終わったんですけど、今日は日本人のルーツでもある名字

には日本人のくらしとか文化とかいうものが実は込められてますので、そういう話を今日はしていき

たいと思います。

　まずですね、皆さん自分の名前の由来はご存じですか、下の名前。ご存知ですよね、皆さん。ど

うしてかというと両親が教えてくれます、こうやってつけたんだよって。私、森岡浩っていいます。

今の天皇陛下の 1 学年下です。大体想像がつきますよね、どうしてこの名前が付いたか。同級生は

「浩
ひろし

」だらけです。じゃあ名字の由来知ってますかとなると、途端に皆さんわからないんですよ。ど

うしてかというと、ご両親も知らないんです。学校の先生に聞いても知らない。だから自分も知らな

い。皆さん、名字ありますか。ありますよね、皆さん。無い人いないですよね。名前もありますか。

あると思います。 1 個ずつですか？そんなの常識でしょ？と思うかもしれません。もちろん筆名があ

るとか、いや、実は芸名があるんだとか、途中で変わったよとか言う方はいらっしゃると思いますけ

ど、基本的に今戸籍に載っているのは名字一つに名前一つだと思います。皆さん、これが当たり前と

思っているかもしれませんけど、外国では異なります。ちょっと外国の例を見てみましょう。

　今話題になっているカマラさん。アメリカの大統領選挙に出てます。カマラ・ハリスっていいます

よね。正式にはカマラ・デヴィ・ハリスって言います。デヴィっていうのはミドルネームという名前

です。普段は使いませんが、戸籍にはちゃんと載ってます。実はアメリカ人は名前・名前・名字とい

う順番になります。

　また、リュドミラ・アレクサンドロヴナ・プーチナという方。色々と問題のある方の奥さんです。

旦那さんはプーチ「ン」ですけど、奥さんはプーチ「ナ」です。なぜかというと、ロシア語は名字に

も女性形があります。フランス語って普通の名詞に女性形がありますよね。同じようにロシアでは名

字に女性形があります。プーチンの後ろに「a」が付くのでプーチナになります。

　次に、キミコ・ダテ・クルムです。これはテニスの伊達公子選手、日本人です。伊達公子さんがク

ルムさんと結婚します。どうなったかというと、キミコ・ダテ・クルムとなりました。実はヨーロッ

パは複合姓と言って、結婚した時に名字をつなげても、つなげなくてもいいです。選択制ですので、

伊達さんはつなげました。その結果、名前・名字・名字となりました。このようにヨーロッパは名字

が二つでも OK でした。

　また、これも有名なパターンですが、ミャンマーのアウン・サン・スー・チーさん。ニュースとか

で見ていると、スーチーさん、スーチーさんて言ってますから、なんとなく「アウンサン」が名前で

「スーチー」が名字と思ってしまいますが、実は「アウン」も「サン」も「スー」も「チー」も全て

名前です。ミャンマーには名字という制度自体がありません。繋げることができる名前の数も決まっ

ておらず、親戚の方からもらったのが繋がってこのようになっています。

　最後にちょっとすごいの見てみましょう。サウド・イブン・アブドル・アジズ・イブン・アブド

ル・ラーマン・アル・サウド。これはサウジアラビア建国の父と言われるすごい偉い人です。サウジ

アラビア人なら誰でも知っています。これをどういう風に見るかというと、後ろからいきます。イブ

ンは息子だそうです、アラビア語で。ですので、アル・サウド一族のアブドル・ラーマンの息子のア
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ブドル・アジズの息子のサウドとなります。サウジアラビアというのはいろんな部族が集まっていた

国なので、どんな部族で、お祖父さんが誰で、お父さんが誰で、その息子だよというのが正式だそう

です。しかし、いちいち全て読みません。この方は建国の父なので、普通の日本の人名辞典でも載っ

ています。イブン・サウドという形で載っています。

　つまりどういうことかというと、欧米では名字が複数とか名前が複数というのは珍しくないという

ことです。ロシアでは名字の女性形があります。アジアではそもそも名字がない国もあります。名字

1 つに名前 1 つというのは東アジアの特徴なんですね。日本以外だと中国とか韓国とか台湾ですが、

その中で日本が独特なのは、日本と比較して中国・韓国・台湾は名字の数がとても少ないということ

です。韓国はもともとの名字の数は300無かったです。270ぐらいです。今は外国から帰化する人が増

えており、その人は自分たちの名字を作るのでそういう意味では増えているそうですが、韓国語に由

来するものは300ありません。中国は多民族ですが、漢民族に由来する名字は数千あるといわれてい

ます。日本は10万ほどあります。名字一つ名前一つであり、なおかつものすごくたくさん名字がある

というのは日本独特の制度です。そういう日本の名字をちょっと見てみたいとおもいます。

　 1．姓と名字

　さて、「姓」と「名字」と「氏」、これは同じなんですかとよく聞かれます。今はまったく同じに

使っていますので区別する人はいないとおもいます。しかし、実は江戸時代以前は別のものでした。

歴史の教科書の最初の方を思い出してください。蘇
そ

我
がの

馬
うま

子
こ

とか物
もののべの

部守
もり

屋
や

という人が出てきたとおもい

ます。「蘇
そ

我
が

」とか「物
もののべ

部」というのは「氏
うじ

」です。これは大王家、今の天皇家の先祖が各氏族に与

えたものです。これを見ることによってその氏族の立ち位置とか職掌がわかります。例えば「物部」

とか「大
おおとも

伴」というと軍事を担当しているんです。「中
なかとみ

臣」というと宗教を担当しているんです。氏

から仕事がわかるんです。もう一つは地域です。どこの一族がどこを治めているのかということで

す。「葛
かつら

城
ぎ

」とか「平
へ ぐ り

群」というと奈良県のその地方を治めています。「吉
き び

備」というと岡山県です。

「出
い ず も

雲」というと島根県です。どこかの地域を治めているのか、こんな仕事をしているよというのが、

これが元々昔からあった「氏」です。「姓
せい

」というのは天皇家の分家である平家とか源氏が出てきま

す。それが「姓」です。奈良時代以降は統合して「姓」となります。この時点では「姓」しか無いん

です。天皇家は与える側なので姓はありません。最初に皆さん名字ありますねと聞きました。ありま

せんと言われると色々と大変なのは、天皇家の方が混じっていることになります。これは大変です。

例えば今の皇后陛下、結婚されるまで小
お わ だ

和田雅
まさ

子
こ

さんと言いました。名字が「小和田」です。結婚さ

れましたので、今は名字がありません。天皇家に入ると正式に名字がなくなります。

　奈良時代は「姓」だけで、平安時代も「姓」です。奈良時代にはまだ色々な姓があったんですね、

当時各地に色々な氏族がいたので。平安時代になると弱小の一族がどんどん淘汰されていきます。朝

廷の主な役職につくのは決まった姓の一族ばかりになります。これわかりやすく言いますと、『光る

君へ』って見られたことあると思います。みんな「藤
ふじわら

原」ですよね。たまに「源
みなもと

」や「平
たいら

」が少し出

てきますけど、ほぼ「藤原」です。つまり平安時代の朝廷の偉い人はみんな藤原さんになっています。

図1の関係系図をご覧ください。藤原氏というのは藤
ふじわらのかまたり

原鎌足から始まってます。あの人が始まりで、
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道
みちなが

長が嫡流で、実
さねすけ

資はここにいます。この二

人はお父さん同士が従兄弟、まあまあ近い親戚

です。よく三人固まって出てくる斉
ただのぶ

信・行
ゆきなり

成・

公
きんとう

任も割と道長から見ると近い親戚です。こう

やってかなり近い一族だけでも朝廷の上層部を

構成しています。紫式部も藤原さんです。見て

みると、お祖父さんのお祖父さんのお父さんが

兄弟という関係なので、ちょっと親戚とは言い

づらい。でも藤原さんです。ただ、これくらい

離れると藤原の一族ですら中級くらいになりま

す。紫式部と結婚していた宣
のぶ

孝
たか

は紫式部とこれ

くらいの関係です。

　こうやって朝廷の要職はほぼほぼ藤原の一族

で占められ、そこから外れても藤原さんに連

なっていると国司とかそれなりの職につけまし

た。で、藤原さんばっかりになってしまう。それ、さすがに困るんですよ、やっぱりみんな同じだと。

じゃあどうするかというと家単位で区別していました。藤原は藤原なんだけど、自分の家は何だよと

いうことでできたのが名字です。ですから、偉い人は姓と名字の両方を持っています。姓は藤原で名

字は一
いちじょう

条、姓は藤原で名字は鷹
たか

司
つかさ

とか。姓は最初言いましたように天皇から与えられた公的なもので

す。原則変更できないです。自分の意思で勝手に変更できないです。名字というのは同じ一族の中で、

家単位で区別するために自分で名乗ったものです。なので自分で勝手に変えることができました。名

字が広がっていく鎌倉時代になると、親や兄弟でみんな名字が違うのは普通にあります。そうやって

増えていくんですね。これが変えちゃいけなかったら増えないじゃないですか。日本の名字というの

は勝手につけて良かったし勝手に変えてよかったので、ものすごい勢いで増えていきます。分家する

と違う名字になるとか、引っ越してどっか行ったりすると違う名字になるとかということをやってい

ます。

　「氏
し

」というのは法律用語です。ですから、法律的には氏名が正しく、姓名でも名字・名前でも無

いんです。では、「姓」と「名字」をどうやって区別するのかというと、ざっくりいうと「の」が入

るのが姓、「の」が入らないのが名字です。藤
ふじわら

原「の」道
みちなが

長、菅
すがわら

原「の」道
みち

真
ざね

、源
みなもと

「の」頼
よりとも

朝。「の」

が入るので藤原も菅原も源も姓です。足利尊氏を足
あしかが

利「の」尊
たかうじ

氏と言わないですよね。織田信長、徳

川家康なども「の」が入らないので足利・織田・徳川は名字です。若干の例外はありますけれども。

歴史の授業で不思議じゃありませんでしたか。何か昔はみんな蘇
そ

我
が

「の」馬
うま

子
こ

とか菅原「の」道真と

かいうように「の」が入っていたのに、その後は「の」が入らなくなって自分たちと同じようになっ

ていく。実はちゃんと教科書はこれで区別しているんですね、何の説明もしてくれませんけど。教科

書って間違えたらいけないので、ちゃんと歴史学者が見て正しいことを書いてますから「の」が入っ

てることには意味があるんですね。

図1　『光る君へ』関係系図
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　で、先ほど言いましたが、偉い人はみんな姓と名字の両方を持っている。主な有名人の姓と名字

をまとめたのが図2です。足利尊氏は名字が足利で、姓は源です。北
ほう

条
じょう

義
よし

時
とき

は、名字が北条で姓は

平です。上杉謙信は姓が藤原です。皆さ

んちゃんと名字と別に姓を持っています。

福井県関係でいうと、戦国大名の朝倉義

景は珍しく、姓は日
く さ か べ

下部といいます。日

下部は古代豪族です。一覧を見ると、と

ころどころ「★」が付いています。何で

「★」を付けているかというと、足利尊

氏の姓は源氏です。武田信玄も源氏です。

徳川家康は源氏と言ってます。このニュアンスの違いです。織田信長は平氏と言ってます。北条義時

は平氏です。つまり、偉い人は姓と名字の両方持っている。逆に言うと、偉くなってくると姓と名字

の両方持ってないといけなかった。書かないといけなかった、姓は何とかと。でも、戦国時代とかで

成り上がってくると、姓がわからない人とかがいるんですよ、下剋上とかで上がってきたりすると。

そういう人でも偉くなって大名とかになると姓がないと困るんです。となると、自分で姓はこれだよ

と言います。それっぽい系図もちゃんと作ります。ですから、江戸時代以前のある程度より地位が上

の人は、嘘か本当かは別にしてみんな姓と名字を持っています。

　名字の成り立ちはいつかということですが、公家が名字を名乗ったのは平安時代中期頃、武士も同

じ頃です。武士の名字というのは、武士が支配している土地を自分のものということを示すために、

地名を名乗ります。だいたい平安時代の終わり頃から名乗り始めます。こういう文化はだいたい上層

から庶民層に降りてきます。庶民層に降りてきたのが、鎌倉時代から室町時代くらいと言われていま

す。よくわかっていません。室町時代には庶民に名字があったというのが記録に残っています。鎌倉

時代からあったかどうかはよくわからないんです。なぜかというと、この頃の紙って貴重です。なの

で、庶民の記録が紙に残されることはまず無いんです。なので鎌倉時代に庶民がもし名字を名乗って

たとしても、紙の記録には残らないのでわからない。鎌倉時代から持っていたと言われる方もいらっ

しゃいます。でも、室町時代の記録からしか見つかっていないんだから室町時代だろうと言う人もい

ます。

　いずれにせよ、武士にしても庶民にしてもこの時代から名字を持ってます。だから自分の家、武士

でも何でもないから名字のルーツは明治時代以前に遡れないよって言う人がいますけれども、そんな

ことはないです。それは NHK の番組をやっていて本当に感じました。地方に行くと、そこの普通の

家でうちの名字はこういう言い伝えがありますとか、これが由来ですって当たり前のように言われま

す。普通に武士でも何でもない農家の方だとか商家の方でした。だからですね、江戸時代の庶民は公

式の場所で名字は名乗りませんでした。名乗れませんでした。名乗ってはいけないんですよ。なので

庶民は名字を持っていたのですが公式の場所では名字を名乗りませんでした。公式な記録にも名字は

記載されません。なんて書くかというと、何とか村の何とか兵衛さんで名字は書かない、それが公式

記録でした。となると、公式記録にはなかったので、昔は名字がなかったという風に思われるんです

図2　主な姓と有名人
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ね。私は小学校の頃、そう習いました。江戸時代、武士以外のものは名字がなかったと教科書に書い

てありました。今の教科書は名乗ることができなかったと書いています。名乗ることができなかっ

たっていうことは、持っていた人もいっぱいいるよということです。ただ、小学校の先生って専門

じゃないので、そんなことまで教えてくれないんですよね。だからあれを見て無かった思ってしまう

のはしょうがないと思います。

　武士以外の典型的な例を見てみましょう。小林一茶、俳人です。長野県の方ですね。小林家は長野

県の農家です。一度も武士になったことはありません。一茶自身も江戸へ出ますけど、後に実家に帰

ります。農家でも小林という名字がありました。あと、坂本龍馬。坂本龍馬は土佐藩の武士です。な

ので坂本という名字がありますが、実は坂本龍馬の家は分家です。本家は才谷屋という商家でした。

その本家の名字が坂本なのですが、分家の家が武士であったので名字を名乗らないといけないのでそ

のまま「坂本」を名乗っていました。こういう風に、江戸時代から皆さんに名字があったんです。

　その次の明治政府は戸籍を作りました。その時にどうしたか。姓でも名字でもいいので「氏」とい

う概念を考えて、そこに一つだけ登録するようにしました。姓しかない人は姓を、名字しかない人は

名字を、両方持ってる人はどっちでもいいから決めて登録してくれと。ただし、登録したら変えたら

ダメだということでした。江戸時代の名字は勝手に変えて OK だったんですけど、近代国家としては

勝手に名前を変えられると困るので、必ず何でもいいから 1 個登録して変えるなと、それでできたの

が「氏」です。この時に実は名字でも名前でもないものを登録した家も結構あります。例えば、木戸

孝允という明治の政治家がいます。江戸時代には桂小五郎って言いました。桂が名字で、姓は大江で

すね。でも登録したのは木戸なんです。どっちでもないものを登録した。どうしてかというと、木戸

という名字は旧藩主から貰ったものでした。そうやってどっちでもないものを登録した家もあります。

　 2．名字のルーツと土地

　さて、ここから本題です。名字のルーツ。大きく 8 つに分けられます。①地名由来・②地形風景由

来・③方位由来・④職業由来・⑤藤原氏由来・⑥僧侶由来・⑦拝領した名字・⑧独特の由来と、必ず

このどれかに当てはまります。皆さん、自分の名字どれか見てみてください。だいたいわかるってい

う人と、ちょっとわかないという人がいるかと思います。どうですかね、だいたいわかりますかね。

今から簡単に説明しましょう。名字のルーツの基本は地名です。最初に名字を名乗った公家の多くは、

自分の屋敷のある京都の地名を名乗った。また、武士は自分の支配している土地の地名を名字にして

いました。その文化が庶民層に降りてきているので、基本は地名です。圧倒的に多いです。

　では、家と家とを区別する場合どうするか。今、皆さん法事があった時に親戚が集まったとします。

親戚なんて名字は同じですよね。どうやって区別するかというと、大阪のおじさんとか名古屋のおば

さんとか地名で呼ぶことが多いとおもいます。昔は今と違って引っ越ししませんから、どこどこの家

という所にはずっと親子代々住んでいます。すると、これが家に固定されちゃっているので、どこど

このという地名がそのままその家の名字になります。

　ただ、ここで注意しないといけないのは、今、親戚は全国にいますね。大阪とか東京にいたりする

と思います。でも江戸時代以前、親戚が全国に散らばってるなんてことはまずまず無くて、親戚とい
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うとみんな歩いていける範囲に住んでいます。ということは、「どこどこの家」の「どこどこ」って

いうのは、都道府県名とか今でいう市の名前とかみたいな大きな地名ではなくて、大
おおあざ

字小
こ

字
あざ

っていう

小さな地名にちなんでいることが多いです。大字小字というのはわかると思います。東京とか大阪で

大字小字っていうと何ですかそれって言われるんですけど、大字小字というのは何とか市の下の住居

表示になっていないところです。今でも農村とか郊外で使っているところがあるかと思います。そう

いうのがルーツになっています。ですので、同じ地名って結構各地にあるのでルーツは複数ある。同

じ名字だから同じルーツとは限らない。同じ地名が実は何ヶ所にもあります。

　例として、珍しい名字である「埼
さいたま

玉」さんを見てみます。

ものすごく珍しいです。もう指折り数えるくらいしかいませ

ん。埼玉さんも地名がルーツなんですけど、ルーツは埼玉県

でも無いし、さいたま市でも無いんです。埼玉県行
ぎょう

田
だ

市
し

の埼

玉という土地がルーツです。次が「渡
わたなべ

辺」さん。これはメ

ジャーです。渡辺さんのルーツも地名です。大阪の梅田から

南の方に 1 キロちょっとくらい行ったところに中
なか

之
の

島
しま

ってい

うところがあります。昔はこのあたりを渡辺と言っていまし

た。そこに住んでいた一族は渡辺と言っていました。渡辺と

いう土地は大阪のど真ん中なので地名が整理されたんですね、

戦後に。そこで廃止が決まって渡辺という地名は無くなるこ

とになりました。その時になんと全国の渡辺さんが反対運動

を起こします。ルーツの土地が無くなるのはけしからんと。

ふつう、昭和の頃ってそんなの反対したって行政は言うこと

聞かないじゃないですか。問答無用でバサッと切られる。た

だ、渡辺さんは人口が多いんですよ。全国の渡辺さんが猛反対した結果、大阪市が折れまして、渡辺

さんのルーツの土地だけ、「大阪市中央区久太郎町四丁目渡辺」という地名にして残しました。四丁

目のあとは普通数字ですよね、どこでも。けど、この 1 か所だけ四丁目渡辺という地名で残したんで

すよ。今でもちゃんと残っています。渡辺という名字はあれだけメジャーなのに、ルーツの地名がこ

こってわかっているのは珍しい。同じように、「佐々木」という名字があります。佐々木さんのルー

ツも地名です。こっちは残念ながら完全に消滅してしまいました。滋賀県近江八幡市にありました。

ただ、地名は無くなったのですが、沙沙貴神社という立派な由緒のある神社が残っています。この境

内に佐々木源氏発祥の地という碑があって、全国から佐々木さんが訪ねてきています。これぐらいメ

ジャーな名字のルーツである地名は今でもしっかり残ってるんですね。

　では、福井県のルーツに何があるか。「瓜
う

生
りゅう

」さんという方がいらっしゃいますね、福井県には多

いです。ルーツは越前市瓜生町になります。場所は私が説明するまでもないですが、サンドーム福井

の南のあたりになります。また、「真
ま

柄
がら

」さん。真柄という名字は福井というか、新潟・富山・石川・

福井と北陸に広がる名字です。そのルーツは福井県にあります。場所は北陸新幹線越前たけふ駅の北

東にある真柄町になります。この辺りが真柄さんのルーツになります。これも福井県に多く見られる

写真1　大阪市内に残る「渡辺」地名
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「白
しらさき

崎」さん。これは王
おう

子
し

保
お

の西の方にそのルーツがあります。

　あと、珍しい名字にも結構地名があります。「反
たん

保
ぼ

」さん、これは丸岡に地名があります。それか

ら、これは福井県でも珍しい名字、ちょっとユニークというか字面があれなのでよく取り上げられる

「恐
おそ

神
がみ

」さん。これは福井県でも珍しいです。これもちゃんと地名があります。足羽山の西側にあり

ます。メジャーな名字でも珍しい名字でも地名なんですよ。そういう意味で、一見地名じゃないよう

に見えても地名に由来するものは多いです。これ以外にも、「下
しも

裾
がらみ

」さん、これも福井県ではかなり

珍しい名字です。大野市に地名があります。それから朝倉氏、越前の戦国大名ですが、この名字も地

名です。これは兵庫県養父市八鹿町朝倉です。だから戦国大名であれ、珍しい名字であれ、まずは地

名を探してみるのが一番確実なんです。

　地名を名乗ってる理由というのは大きく二つあります。一つは自分がここに住んでいるから地名を

名乗っているケース。当たり前ですよね。もう一つ意外とあるのが、そこから他所に移った場合に、

どこどこの出身だよという意味で元々のルーツの地名を名乗るということもよくあります。どっちに

しても地名なんですが、住んでるところを名乗った場合、一つの地名で住んでいる人がたくさんいて、

みんな地名を名乗ったらまた区別がつかなくなる。それは困ります。名字の意味が無くなってしまう。

では、どうするのかというと、その地名を名乗れるのはその地域で一番偉いとか、支配者とか、最初

から住んでいるとか、そういう人がそこの地名を名乗れるんです。そうではない人はそれ以外のこと

を使って名字を名乗るんです。では次にどうするのかというと、地形や風景から名字をつける。

　絵で描くと図3のような感じです。川があってその側に田んぼがあるから川田さん、田んぼの中だ

から田中さん、山の麓の山下さん・山本さん、あるいは浜辺にある入り口なので浜口さん。あと木が

多いですね。松の木の下にあるので松本さん。こうやって地形とか風景から名乗ろうとします。どん

な漢字を使うのか？やっぱり昔なので、田んぼとか畑とか川とか池とか、そういうのが多いですね。

あと日本独特なのが、木で区別をする。木ではなくて木の種類で区別するのは、外国ではあまりない

と思います。松が一番多いんですが、松・杉・桜など色々な木で区別しています。昔の家は江戸や大

阪・京都を除くと基本平屋です。ですから、大きな木があると何とかの木の下にある家ということで、

木はランドマークになるんですね。なので木を使って区別する。そしてすごいのは、昔の人は当たり

前に区別ついたんですよね。今は松・杉・桜くらいの区別はできますが、檜や桐とかわからないです

よね。

　それから意外とあるのが建物、

寺・宮・橋とかで区別することも多

いんです。宮というのは神社のこと

です。「宮」が名字に付くのは宮本

さんとか宮下さんとかたくさんい

らっしゃいますが、宮上さんとかあ

んまりいないですよね。どうして

かというと、昔の神社というのは

ちょっと小高いところにある、階段図3　地形風景と名字
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上って神社があるというのが普通です。もっというと、神社を上から見下ろすところに昔は家を建て

なかったので、宮上とかはほとんどいません。必ず宮下とか宮本です。お寺でも同じですね。寺下・

寺本はいますけれども、寺上という名字はほとんどいません。

　また、山下や山本という名字ですが、これは昔の原風景が関係しています。山があって山の麓に道

が一本走っていて、そこに家が建っています。こっち側は全部田んぼにします。山の麓に住んでいる

のが山下さんや山本さんです。でもそうすると、また山下さんや山本さんが増えてしまうので、それ

以外の例えば山に生えている木で区別したりします。

　それから沢。沢は山の中に流れる川ですが、「沢」の付く名字は多いですよね、すごく。なぜそん

なに多いのか。今は沢というと、山の中の川なのであんまり良い土地とは思いませんけど、昔の沢は

一等地です。昔は電気もガスも水道も何もありません。何が一番大変かというと、水を汲んでくるこ

とです。沢は当然きれいな水があります。沢の中は魚が泳いでいるので、それを取って食料になりま

す。それから沢というのはすぐ後ろが山ですから、山の中に入ると柴が取れます。焚いて燃料になり

ます。電気・ガス・水道が無い時代には、沢というのはすごい所でした。人が住みやすい所でした。

なので、「沢」の付く名字が多いんですね。

　あと、「滝」の付く名字です。滝本とか滝田とか確かに多いんですけど、滝というともっと山奥を

イメージしますよね。滝がある所にそんなに人が住んでいるのか、滝田というように滝のある場所に

田んぼがあるのかと思うかも知れません。実は古い時代の滝という言葉は、白波が立つ流れのことを

滝と言っていました。こういうところならの沢と同じで人は住みますよね。こういう形で、今と昔で

意味の違う言葉というのもあります。

　それから「谷」。今は一等地というと駅前とか交通の便の良いとこでしょうけど、まぁ平野ですね。

最近は海沿いを避ける方もおられるかもしれません。ただ昔は、平野の真ん中というのは良い場所で

はないんです。戦乱の多い時代、平野の真ん中にいると、特に武家の場合はどこから敵が攻めてくる

かわかりませんね。四方八方を警戒しないといけない。谷だと入り口だけ敵から守ればいい。入り口

で固めて敵から守ることができます。谷は川があるので、当然この奥の方は川の回りに田んぼが作れ

ます。そうやって中世の武士というのは入り口を守りつつ、中の方で自分達の支配してる農民のため

の田んぼも作れる。川があっていろいろ便利だからということで、昔は谷という谷にそれぞれ武士や

領主がいて、そういう人が谷に家を作ります。谷の読み方ですが、関東では「やつ・やと」と言いま

す。西日本では「せこ・さこ」とか呼んでいます。色々な漢字がありますけど、「迫」という漢字を

書いて「せこ・さこ」と読むことが多いです。「～迫」さんっていますよね、他にも迫田とか。あれ

は谷間という意味です。

　次は「林」と「森」。どこが違うかというと木の本数だという人がいますが、木の本数ではないで

す。人間が手を入れた所を林と言います。自然のものが残っている所を森と言います。鎮守の森なん

て言いますよね。林というのはもっと里山的な所です。人間がちゃんと手入れしているところを林と

言います。あと、小林さんは多いんですけど、大林さんはあまりいません。人が手を入れているので、

あまり大きい林は手が回らないんですね。なので大林さんは少ないです。小林はちょっと手を入れる

と小林ですので、小林さんは各地にいます。
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　次に、鈴木という名字も、実は風景・地形に由来するんです。昔は稲を刈った後、藁を干します。

藁
わら

塚
づか

と言います。この藁塚は地域によって全部形が違います。紀伊半島は家の形にして真ん中に木を

刺します。これを紀伊半島の方言で「スズキ」って言います。今でもこれやっているそうです。「鈴

木」はこれの当て字なんですね、別に木に鈴を付けていた訳ではなくて。「スズキ」という音に漢字

を当てようとすると、まずこうなりますよ、確かに。他の漢字はなかなか思いつかない。金属の鈴以

外を使うってすぐに思い付かないとおもいます。これは熊野信仰と共に全国に広がりました。

　あと、多いのは「井」。「井」の付く方、この中にもたくさんいらっしゃるとおもいます。「井」の

付く名字は多いです。これ皆さんは普通に井戸があったと思われるのではないでしょうか。実は、皆

さんが思っている井戸っていうのは江戸時代以降のものです。名字ができたのはもっと古い時代です。

では、「井」というのは何かというと、生活に必要な水を得るところは全て「井」なんです。例えば、

川から水を汲む場所は井です。田んぼに水を引くための用水路も井です。つまり、日常生活は水がな

いと生活できませんから、そういう水を入れるところは全部井なので、井っていうのは各村に必ずあ

りました。そこから「井」の付く名字が生まれました。例えば、上に木が付いている松井さんとか柳

井さんとかいますね。それは木が生えていた井だとおもいます。柳っていうのは水辺に生える植物な

ので柳井さんはたくさんいます。松も割とどこにでも生えるので松井さんも多いです。杉はあまり水

辺に生えないので、杉井さんとかはあまりいません。そんなことからもなんとなく、ちゃんと昔の人

はそこから名前を取ってるなっていうのもわかるんです。

　「島」の付く名字もたくさんあります。島に住んでいた方が名乗る場合もありますけど、離れ小島

に住んでいる人はそんなに多い訳ではないんですよ。あるいは長野県や群馬県にも島の付く名字はた

くさんあります。何かというと、平野とか盆地で盛り上がっているところがあるのですが、あれを島

と言っていました。海の島に見立てています。こういうところは人がたくさん住んでいますから、こ

ういうところに住んでいる人が島の付く名字を名乗ります。よく地名にもなっています。島の付く名

字のルーツはこっちの方が多いとおもいます。

　後は、言い換えているパターン。葦という植物があります。今はもうあまり無いですが、昔は葦を

色々なものに使いました。傘を作るとか、葦簀にするとか。利用価値のあったもので、水辺に行くと

普通に生えていました。葦っていう言葉は悪いという意味の「アシ」と同じ発音なので、昔の人って

言葉をとても気にします。で、その「アシ」を「ヨシ」って言い換えたんです。今でも「ヨシ」と言

います。さらに地名とか名字にするときに、地名とか名字には良い漢字を付けます。特に名字の場合

は自分の子々孫々まで伝えていくので、絶対変なことはしません。良い言葉、良い漢字を使おうとす

る。じゃあ「ヨシ」にどういう漢字をあてようとするかと言うと「吉」という字なんです。ですから、

葦が生えている原っぱに由来する名字も現在は吉原さん。吉沢さんというのは葦の生えている川に由

来します。こうやって漢字は良い漢字を使って名字を名乗るんです。

　結構当て字も多いんですよ。「熊」の付く名字ってありますよね、熊田さんとか。昔は今と違って

熊はもっと日常的にいたと思います。今も日常的にいるんで困ってますけど。もちろん動物の熊に由

来する名字の方もいるとおもいます。だけど、実際多いのは山が引っ込んで奥まっているところを

「くま」と言います。そっちに由来する方が圧倒的に多いです。漢字は当て字です。動物の「熊」を
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あてたり、「隈」や「久万」も使ったりします。

　後、「くら」という名字です。これもよく言われるんですよ。うちは大蔵って言うんです、先祖は

立派な蔵を持っていたと言われるんですね。なかなか言いづらくて。古い時代で岩肌が露出した崖の

ことを「くら」と言うんですね。でも漢字は良い漢字をあてます。倉庫の「倉」であったり、大蔵省

の「蔵」であったり、良い漢字をあてて名乗ります。

　それから、「はり」。「はる」とも言います。春夏秋冬の「春」や治めるの「治」をあてたります。

新しく開墾することを「はる」と言います。そこから生まれたのが「はり」とか「はる」の付く語

です。やはり漢字にするときは、治めるの「治」や「春」を使う。「春」はイメージが良いんですね。

これからどんどん草木が茂っていって、ものが実っていく。そういう意味でこれらの漢字が使われま

す。

　後は、「つる」とかもそうです。飛んでくる鶴に由来する方もいるとおもいます、もちろん。それ

とは別に、九州では細い川や曲がりくねって流れている川を「つる」と言います。今でも言うそうで

す。そして「つる」って使う名字だと漢字はやっぱりおめでたい字を使おうとするので、鳥の「鶴」

をあてることが多いです。なので、漢字の意味に引きずられてしまうと、結構ルーツって見誤ること

が多いです。もともと音があって、後から漢字をあてているケースが多いとおもいます。

　それでは③の方位由来。同じ場所の同じような風景のところに住んでいます。そこに家が何軒も

あります。そうすると地名でも風景でもないものから区別しないといけない。どうするかっていう

と、方位になります。方位とはどういうことかっていうと、例えば村の中心から見てどっちか、本家

から見てどちらか、そういうことです。基本は東西南北となります。それ以外にもいろいろありま

す。「上・下」や「奥・前」、「横・脇」とか「内・外」とか、色々あります。それから、東西南北以

外に、「乾」と言うと北西、「巽」は南東を指します。あと、「右・左」って実はあまり使わないんで

すよ。日常的には場所を示すのに何とかの右とかって普通に使いますけど、名字では右左もあんま

り使いません。どうしてかというと、本家の右と言った場合に、どっちなの？ってなるとおもいま

す。本家より向かって右なのか、本

家からこっちをみて右なのかで場所

変わってきます。なので、右左は実

は場所が特定しづらいので名字では

あまり使いません。右が付く名字で

一番多いのは右
う

近
こん

さんです。福井県

でも右近家という名字がありますけ

ど、右近というのは地名でも方位で

もなくて、あれは職業というか、昔

の朝廷の職位になります。方位由来

ではないんです。つまり、図4に示

すような感じになります。どーんと

中心にいるので中村って言います。図4　名字と方位
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中村さんってこういう意味のことが多いです。真東に住んでいるのが東さんです。西の方の川の近く

に住んでいるので西川さんとか、川の上流に住んでいる川上さんとか、村の中心から見てどっち側に

家があったということになります。こうやって方位と地形を組み合わせることで、もうどんどん名字

が作れます。

　 3．様々な名字ルーツの広がり

　それ以外に④職業由来というのがあります。今は職業は皆さん自由になることができます。政治家

さんは皆さん世襲ですけど、一般的には職業は自分で選べます。ただし、昔は職業は必ず世襲でした。

親の仕事を子供が継ぐ。そのために何とかの家っていうだけで家が特定できたんですね、職業で。古

い時代は公的な職業に由来します。例えば、古い時代って鵜を飼うとか猪とか鳥を飼うって立派な公

務員でした。その人がだんだん鵜飼さんとか猪飼さんとか鳥飼さんになります。大蔵省は今は無くな

りましたが、昔はありました。そこに勤めていた人が大蔵さんです。あと、荘園という田んぼがあり

ます。この荘園を管理する庄司さん。全国に荘園がたくさんあったので、全国の荘園に庄司さんが

います。その人がだんだん庄司さんになります。「荘司・庄子・東海林」など色々な漢字を書きます。

それから、その庄司さんの下で実際に税金を管理したり、集めたりする人を公
く

文
もん

とか下
げ し

司と言います。

これが名字になっています。公文式の公文さんもこれだとおもいます。

　なかなかそういう職業由来でわかりにくいのが服部さん。「服」という漢字と「部」で「はっと

り」と皆さん普通に読んでいますが、これ不思議ですよね。何かというと元々は「服織部」と書いて

「はたおりべ」、機織りをした部署がありました。この「はたおりべ」が「はっとりべ」になります。

で、名字って古い時代は漢字 2 文字なんですよ。真ん中の「織」が抜けて服部さんになりました。で

すから服部さんは職業由来なんです。同じようなものにもっと良いものを織っていた人もいます。錦

を織っていた人は錦織部です。そこから「にしこりべ」と呼ばれ、こちらは「部」がとれて「にしこ

り」と呼ばれました。「錦織」で「にしこり」とか「にしきおり」とか呼ばれる名字になっていきま

す。

　江戸時代以降になると、職業の中で屋号を名乗る人が多くなります。何とか屋というものですね。

越前屋とか堺屋とか、あるいは物と屋号を組み合わせた米屋とか紺屋とか。そういった屋号に対して

も、明治時代になって戸籍に何か登録しろと言われます。その時に何でもいいから 1 個ということで、

どうしたかというと、もちろん別に名字を持っていて名字を登録したという家もあります。意外と多

いのが、「屋」を「谷」に変えたり、「屋」を取ったりしています。そのままというのもあります。越

後屋さんで言うと、「屋」を「谷」に変えて「越
えち

後
ご

谷
や

」という名字の方がいます。「屋」をとって「越

後」と名乗る方もいます。そのまま「越後屋」を名乗る方もいます。 3 パターンあります、昔の屋号

を名字にする方。テニスの大坂なおみさん、北海道の方ですが、おそらくもとは「大坂屋」で、明治

になって「屋」をとって「大坂」にしたのだとおもいます。「屋」を取るとただの地名になるので一

見地名由来かと思いがちですが、地名由来の名字では大きな地名は付けないんですよ。旧国名の地名

を名乗ることはまずありません。なので旧国名が付いている名字はまずこのパターンがほとんどだと

おもいます。
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　そして、⑤藤原氏に由来するもの。「～藤」ということになります。藤原氏のことを「藤
とう

家
け

」と言

いましたから、そこから生まれた名字です。なので、「～藤」で「～とう」と読まなければなりませ

ん。平安時代には 2 文字の名字を漢字 1 文字でよく言いました。藤原氏は藤家と言います。ですので、

紫式部は藤式部と言っていますね。清少納言は清原氏の出身なのでそこから 1 文字で清少納言と言っ

ています。同じように菅原氏は菅
かん

家、大江氏は江
ごう

家と言います。ここから藤原氏の子孫が地名とか職

業とあわせて「～藤」という風に名乗っているのがこの名字になります。

　地名と組み合わせたものだと、佐藤・加藤・伊藤・近藤・遠藤・紀藤などがあります。職業と組み

合わせたものは、斎藤・斉藤・工藤・首藤などがあります。「加藤」は加賀国の藤原さんです。加賀

国の「加」と藤原の「藤」で「加藤」です。「伊藤」は伊勢国の藤原さん、「近藤」は近江国の藤原さ

ん、「遠藤」は遠江国の藤原さんです。「佐藤」については諸説あるんですけど、栃木県の佐野に由来

する説と佐渡国の藤原さんという説と二つあります。いずれにせよ地名に由来しています。「工藤」

は木工寮という朝廷の役職があり、そこに奉仕していた藤原さんが名乗りました。

　もう一つ紹介します。斎藤さんです。伊勢神宮に奉仕した皇族の女性を斎王と言います。その御

所は斎宮。その斎宮を維持していた役所を斎宮寮と言います。ここの役職についていた藤原さんが

「斎」と「藤」をとって「斎藤」と名乗ります。また本来はこの「斎」は旧字体の「齋」を使うのが

正しいということになります。これが斎藤さんの名字です。ちなみに斎藤さんの祖である叙用の父利

仁は越前国が本拠地です。なので斎藤さんは越前や加賀から広がったと言われています。ここで斎藤

さん、どういう漢字を書きますか。実は、関西では「斉藤」と書く方が圧倒的に多いんです。関東で

は斎藤さんというと「斎藤」と書く方が多いです。図5のように地図上に落とすと、関西と関東で割

と綺麗にわかれます。残念ながら、なぜそのようにわかれるかがわからないんです。その中で、福井

県や石川県だけは西日本に近いのですが、「斎藤」と書く方の割合が多くなっています。この地域が

本来の形を残しているということは、「斎藤」が越前・加賀から広がったということと何か関係する

のではないかとおもいます。このように分布を見ると興味深いことがわかるんです。

　ここまで 5 つご紹介しま

したけど、ここまででほと

んどの名字が当てはまった

とおもいます。ここから先

はレアケースです。

　つづいて⑥僧侶由来の名

字です。江戸時代以前も

みんな名字があるというお

話をしました。ただし全員

にあったわけではないです。

その中で正式に名字を持た

ない人がいました。それが

お坊さんです。僧侶は結構図5　「斎藤」（濃）と「斉藤」（淡）の分布
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昔は良い家の出の人が多いんですけど、元々名字があった人も出家すると正式に名字を捨てます。で

すからそこからはなくなります。昔の名字を俗名と言います。そういうお坊さんなんですけども、明

治になると政府はお坊さんにも名字を付けるように命令しました。結構抵抗した方が多いそうです。

僧侶というのは名字がないものだと、でも駄目だと、近代国家である以上、名字が必須だから付けろ

と。しょうがないので名字を付けます。どうしたかというと、意外と多いのが仏教用語から名字を取

るとか、経典に由来するものから取るとか、そういうものからいかにも自分が僧侶だよいうことを表

すように付けた方が多い。なので、難読の漢字とか読みが難しいとか、そういうのが意外と多いです。

一番多いのが「釈」です。お釈迦様の「釈」です。これは明らかですよね、お坊さんだなと。他にも

「梵」と書いて「そよぎ」、「無着」と書いて「むちゃく」と呼びます。無
む

着
ちゃく

成
せい

恭
きょう

さんという方がいま

したよね、お坊さんで。あと、「宇
う

宙
ちゅう

」とか。実は「宇宙」って仏教用語なんですよ。「宇」っていう

のは空間の広がり、「宙」っていうのは時間の広がり。あわせて「宇宙」ってあらゆるものを包括す

る空間のことです。ですので、今の英語の Universe に宇宙をあてるというのは、ここから取ってつ

けているんですね、明治の初めの人が。ということで、宇宙さんという方もいらっしゃいます。

　次は、⑦拝領した名字です。貰った名字ですね。偉い人が名字をくれる。色々なパターンがありま

す。殿様が家臣や領民に褒美として与える。戦国時代だと家臣が活躍すると土地を与えます。これは

わかりやすいですね。でも近世以降になってくるとなかなか土地が無いですし、戦も無いですよ、そ

もそも。そうなると褒美としてお金をあげる。豊臣秀吉はすぐお金をあげます。金ぴかの羽織をわざ

わざ着てきて、その場で脱いで与える。江戸時代になってくるとなかなか殿様も財政苦しいのでどう

するかというと、褒美として名字を与えます。お金かかりません。

　それから、次のパターンは殿様が自分と同じ名字を与える。これは名誉です。親戚と同じ扱いする

よっていう意味ですから。例えば、広島藩の浅野家って家老の名字も浅野さんなんですよ。何家も

あって家老も浅野さん、浅野さん、浅野さんなんですけど一族ではないです。元々違う名字だった人

に対して、お前は家老なんだからもう親戚扱いだよってことで、浅野という名字を殿様が与えます。

それが庶民に広がるとどうなるかというと、主人が分家した奉公人に与える。本家から分家したんだ

から、本家と同じ名字を名乗っていいよとなります。もっと言うと戸籍を登録する際に、奉公人に対

して自分と同じ名字で届け出ていいよ。主人も奉公人もみんな同じ名字で届け出ましょうということ

もあったようです。こうやって偉い人からもらった名字というのがあります。

　例えば、豊臣秀吉から貰った「音
おんぞろ

揃」という名字があります。元々は「目
め が

賀」と言い、水軍を率い

ていました。文禄・慶長の役の時に出陣し、櫓の音がぴったり揃っていたということから、秀吉が

感動し、音が揃って素晴らしいとなり、「音揃」という名字を貰います。名誉ですので「目賀」から

「音揃」に変えたのはいいんですが、関ヶ原の合戦後には残念ながら秀吉はあまりいい感じじゃなく

なっちゃいますね。どうなったのかというと、本家は江戸幕府から目を付けられないために「片
かたぎり

桐」

という名字に変えたそうです。ただ、分家の方にはまだ「音揃」という名字が残っているようです。

　こういう貰う名字は「音揃」なら格好良いんですが、他にも結構あるんですよね。淡路島のある家

で立派な鯛が獲れました。立派な鯛が獲れたので是非殿様に献上しようとなったんです。殿様は立

派な鯛に感動して、「鯛
たい

」という名字を与えてます。その家は今も「鯛」さんです。ちゃんと魚扁の
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「鯛」です。あとは、宮崎県に「砂
さ

糖
とう

」さんという方もおられます。Sugar の砂糖です。これも江戸

時代に初めて砂糖の生産に成功した家があって、これはもう出来たらいの一番に殿様に献上しようと

なって、殿様に献上したら感動して「砂糖」という名字を名乗れと命じられました。昔だとうっかり

献上出来ないですね。「餅
もち

」さんというのもありますね。餅がうまかったっていう。

　それから⑧独特の由来を持つもの。やっぱり今まで説明した中にも当てはまらないものがあります。

言い伝えとか独特の由来があるものや、後は明治で戸籍登録する時に縁起が良いものに変えたという

こともあります。最近では帰化する時に名字を作るというのもあります。例えば、「昆
こん

布
ぶ

」さん。こ

れは江戸時代に北海道でとれた昆布を北前船で敦賀に持ってきて、そこから京都に送られました。こ

の昆布を扱っていたのが「昆布」さんでした。後は、越前市にもいる「二
ふ み し

三四」さん。元は「山
やまぐち

口」

さんでしたが、明治になって戸籍を届ける際、あえて「二三四」に変えて届けたそうです。

　さて、今の 8 つの中で皆さんの名字がどれに当てはまるかわかりましたか。なかなか名字の種類が

多いのでわからない方もいらっしゃると思います。家でゆっくり考えてみてください。

　4．地域による違い

　ところで、狭い日本、沖縄以外どこにいっても、名字なんか同じと思っていませんか？地方に住ん

でいる方はあんまり思ってないんですけどね。つまり、鈴木さんや佐藤さん、山本さん、田中さんは

全国どこにいっても多い。東京とか大阪の人はこう思ってます、本当に。特に東京の人って全国どこ

へ行っても鈴木さんと佐藤さんばっかりだろうと思っていますから。なんでかというと、これは名字

の全国ベスト10のランキングです。佐藤さんが 1 番、鈴木さんが 2 番。あとは高橋さん、田中さんと

続きます。東京都のランキングもほとんど同じです。なので東京の人ってみんな鈴木と佐藤は全国ど

こ行っても多いと思い込んでます。とんでもなくて、宮崎県で一番多いのは黒
くろ

木
き

さんです。これはほ

んと独特です。あと、 2 番目は甲
か い

斐さん、 4 番目は日
ひ

高
だか

さん、 6 番目の長
ながとも

友さんですよ。全然違うん

ですよ。沖縄に行くとこうなります。比
ひ が

嘉さん、金
きん

城
じょう

さん、大
おおしろ

城さん、宮
みや

城
ぎ

さん、上
うえはら

原さん。佐々木

さんや鈴木さんはほとんど

いません。ほとんど沖縄由

来のものです。たまに佐藤

さん、鈴木さんがいるので

聞くと、こっちに移住して

きましたという方がほとん

どです。福井県は後ほど取

り上げます。

　つまり、名字って地域

差が極めて大きいんです

ね。例えば、上で始まる

名字ってあると思うんで

すが、「上○」とか。これ図6　「うえむら」（濃）と「かみむら」（淡）の分布
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です。何て読みますかっていう

ことで、福井県だと多分こう読

みますよね、上
うえむら

村、上
うえやま

山、上
うえしま

島、

上
うえおか

岡。これを関東の人に聞くと、

まずこう答えます。上
かみむら

村、上
かみやま

山、

上
かみしま

島、上
かみおか

岡。これを図6のよう

に地図にしてみます。濃が上
うえむら

村

さん、淡が上
かみむら

村さん。まあまあ

真ん中で分かれます。ちょっと

北の方は赤になっています。福

井県より西はほぼ濃で、関東は

ほぼ淡になっています。実はこ

んなことからも「上
うえ

」は西が

ルーツで、「上
かみ

」は東がルーツ

かもしれないとわかるんですね。

　これはどうでしょう。これ福

井だと堀
ほっ

田
た

さんと堀
ほり

田
た

さんの

両方いると思います。これを図

7のように地図にするとこうな

ります。濃い方が堀
ほっ

田
た

、淡い方

が堀
ほり

田
た

。圧倒的に堀
ほっ

田
た

なんです

けど、九州と北陸三県、北海道

は堀
ほり

田
た

さんの方が多いんですね。

なので堀
ほり

田
た

さんはこちら側に行

くと必ず堀
ほっ

田
た

さんって言われま

す。もう一個、これどうでしょ

う。福井だと中
なか

谷
や

さんが多いはずです。これも図8のように地図にしてみます。濃い方が中
なかたに

谷です。

淡い方が中
なか

谷
や

。中
なかたに

谷が圧倒的に多いんですけど、福井だけ中
なか

谷
や

なんですね。なので福井の中
なか

谷
や

さんは

外に出ると中
なかたに

谷さんに変わってしまうんですね。

　福井県独特の名字、何があるかというとあまり多くないです、正直言うと。「竹内」・「木下」は普

通ですよね。独特ではないんですけど、実は全国で竹内さんの比率が最も多い県は福井県です。全国

で木下さんの比率が最も多い県も福井県です。それでも何があるかと独特の名字を探すと、「玉
たまむら

村」・

「坪
つぼかわ

川」は独特です。また、「野
の じ

路」さんもいますよね、これは福井独特です。他県の人は読んでく

れません。他県の人は「野
の ろ

路」さんって読むと思います。それから、「天
あま

谷
や

」・「笠
かさじま

島」・「沢
さわさき

崎」など

は福井県独特の名字です。他県にはあまりいません。

　名字というのは、地域によって読み方・書き方が結構違います。独特の読み方をする名字に「千

図7　「ほった」（濃）と「ほりた」（淡）の分布

図8　「なかたに」（濃）と「なかや」（淡）の分布
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秋」さんがいます。福井県では「千
せん

秋
しゅう

」さんが多いと思います。他県ではほぼ「千
ち

秋
あき

」です。あと、

「小木」という名字の読み方、これ福井県では「小
こ ぎ

木」と読むと思いますけど、福井県以外ではほぼ

「小
お ぎ

木」です。「小
こ ぎ

木」というのは福井以外ではまずいません。東京とか大阪で「小
こ ぎ

木」さんと出会

うと、福井の方ですかって聞くと、かなり当たっているとおもいます。あと、小さい柳と書いて「小

柳」という名字ですが、読みには「小
こ

柳
やなぎ

」・「小
お

柳
やなぎ

」があります。福井には両方います。新潟県はほぼ

「小
お

柳
やなぎ

」なんです。福井と新潟以外はほぼ「小
こ

柳
やなぎ

」なんです。「小
お

柳
やなぎ

」って福井と新潟以外でまず見

ない。意味的には同じなんですが、それをどう読むかという話になります。

　あと、福井って言うとやっぱりこれです。「織
お だ

田」さんです。織田さんのルーツ。これは福井県に

あります。織田信長とかの。系図上は平重盛の子資盛が先祖だと書いてます。なので、平氏だと織田

信長は言っています。ですが、実際は越前織田の劔神社神官の子孫です。で、織田信長というのは、

越前にいた織田家が尾張国に一部出ていきます。出ていって向こうで尾張国守護代になった織田家の

分家の出身です。ですので、織田信長は分家の分家の出身なんですね。皆さんご存知とおもいますけ

ど、今でも劔神社という立派な神社があって、そこに立派な碑があります。織田一族発祥地の碑って

いうのがあります。なかなか立派な碑でした。

　では、他の違う話をしたいと思います。実は戸籍って誤字だらけだというのをご存知でしょうか？

平成のはじめくらいまで、戸籍って明治の初めに筆で戸籍担当の役人が書いたものが原本として残っ

ていました。それが原本なんです。それが正しいんです。でも、明治の初めですよね。全国にたくさ

んの村があって、村役場があって、そこにいた人がみんな色々な漢字を全て知っていたわけではない

んですよ。日本人は江戸時代から読み書きできたと言いますが、あの読み書きってほとんど平仮名で

す。庶民は漢字の読み書きはできません。でも、明治に戸籍登録する時に、戸籍は漢字でした。

　例えば、齋藤さんが登録しに行きます。うちは齋藤です。戸籍の役人は齋藤って漢字で書いてくれ

ます。難しい字じゃないですか、齋藤っていう漢字。なので書き間違えるんですよ。そもそも昔って

教科書がないですし、活字がちゃんとありませんから、これが正しい漢字だっていうのはみんなあま

り認識してないんです。なので、間違った斎藤を書いたとしても、書いてる人が間違えても見せられ

た人がこの斎藤でいいかって聞かれると、いいような気がするっていうぐらいの認識なんですね。で

もそこで間違えて書いちゃったら、それが原本なんで、そういう名字になってしまいます。もちろん

その当時の役人って多分お前漢字書けるからやってくれくらいの感じで頼まれているので、自分の書

いたものが100年経っても残るとは夢にも思っていないんですね。そのために昔の戸籍っていうのは

間違えて書いた漢字が大量にありました。これが無くなったのが平成のはじめです。戸籍に使われた

「斉・斎・齋」の漢字はいっぱいあるんです。書き間違えたかなというニュアンスがわかるものから、

省略しすぎなものもあります。

　これだけあった斎藤さんの漢字ですが、平成のはじめに戸籍がコンピューター化されます。当然、

コンピューターにはこんな漢字は入りません。戸籍は変えてはいけないという決まりがあるので、役

人が勝手に正しい字に変えてコンピューターに登録できないんですよ。では、どうしたかというと全

部電話したそうです。「あなたの戸籍の漢字間違えてます。今コンピューターに入れるんで、今なら

直せます。直しませんか？」というような感じで。勝手にやってはいけないんですよね。その時にか
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なりの方は直したそうです。やっぱり困ってたと思うんですね、今までそういう人って。活字はでな

いし、全部手書きだし、自分でもよくわからず戸籍を取ったら違ってびっくりとか、昔はあったんで

すから。その結果どうなったかというと、ほとんど誤字は無くなったそうですが、一部は残りました。

どういうことかというと、変えませんかと言われても、本人が変えませんと言うと変えられません。

お墓に彫っているとか、実印を作っているとか、色々な理由があります。気に入っているとか、そう

やって言うと変えられないんで、コンピューターに入らず、空欄になっています。戸籍を取ると空欄

で出てきて、手書きで入れるそうです。

　そういう話を皆さんにするんですけど、うちもかかってきましたっていう方が結構いますね。何年

か前に仕事した方で、杉田さんという方がおられましたが、「杉」の字の「彡」の一番下がひっくり

返っているんですね。その方は変えませんでしたときっぱり仰っていました。この字が好きなんで

すって。ちゃんと特注された判も見せてくれました。そういう方もいらっしゃいますし、この前も

メールでやり取りした方で、親が勝手に変えて普通の名字になってしまって残念だったという言う方

もいました。電話かかってきたって方が結構いるんで、本当に電話かかってきて、かなりの方は変え

ているようです。ですから、斉藤さんは85種類くらいあるって言われていますけど、あれは変える前

です。今は20種類ぐらいと聞きました。でも、まだ20種類も「斎藤」はあるんです。

　あと、これもよく聞かれます。新字体と旧字体。年配の方は分かっていると思いますけど、普通に

こっちが新字体でこっちが旧字体みたいに。若い方は旧字体ということも知らないので、簡単な漢字

と難しい漢字という別の漢字と思っている方が多いんです。これは同じ漢字をどう書いたかというこ

とになります。明治の初めに戸籍で「サワダ」ですと言った場合に、「サワ」を新字体の「沢」で書

いた役場と旧字体の「澤」で書いた役場があるんです。その違いに過ぎません。時々、うちは旧字体

だから由緒があると言う人がいますけど、それはないです。

　5．福井県の名字ランキング

　ということで、最後に福井県の名字ランキングになります。まずは11位から50位です。もう周りに

いる人ですよね。普通に自分の名字の方もいらっしゃるとおもいます。これの特徴が何かっていう

と、あまり特徴がないことが特徴です。私もたぶんこれをパッと見せられて、これは何県かと言われ

ると考えてしまうと思います。というのは10位から50位じゃないですか。普通はこの辺になってくる

と、結構独特なものが入ってくるんです。和歌山県だと「玉
たま

置
き

」という名字が入ってきますし、栃木

県だと「阿
あ く つ

久津」とかが入ってくるので、割と独特なものが入ってくるんです。あまり独特なものが

ないっていうのはどういうことかというと、昔から人の行き来が多かったと思うんです。名字という

のは人間にくっついてるんで、人が行き来しないと独特の名字がそこにずっと残り続けます。人の往

来があると、特に他の地域から人が入ってくると、いろんな名字が入ってくるので、例えばここだと

京都や大阪とかの人がどんどん入ってくると、そっちの名字が増えていきます。そうすると、相対的

に地元の名字の比率は下がってきます。そういう意味でも、福井県はあまり独特の名字が少ないって

いうのは、昔から京都も行き来が多かったんだろうなというのがなんとなく分かるんです。

　次に、10位から上。トップテンを図9に示しました。まず第10位は「前
まえ

田
だ

」さん。方位由来の名
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字ですね。何かの前にあった田んぼ。立派なお屋敷の前にあった、領主の前に

あった、お寺の前にあった、色々あると思います。何かの前に広がってる田ん

ぼは前田さんです。じゃあ、加賀藩の前田家があるので石川県に行くと前田が

多いのかというと、とても少ないんです。どうしてかというと、江戸時代以前

は殿様と同じ名字は名乗らないという暗黙のルールがありました。忖度ですね。

今、忖度というのは悪い意味で取る人が多いですが、忖度はいい意味です。命

令されるんではないです。殿様と同じだから変えろというのではなく、殿様も

同じ名字になっちゃったから、自分が名字を変えます。なので、石川県の前田

さんというのは「田」を「多」に変えたりとかで、「マエダ」と読んでいたり

します。どこでも同じで、鹿児島県に島津さんってほとんどいません。

　第 9 位は「佐々木」さん。福井には多いですね、佐々木さん。これは先ほど

紹介したように、滋賀県の地名がルーツになります。第 8 位は「斎藤」さん。

これは元々斎宮寮の藤原氏で、そういうところからきているんですけど、越前

がルーツということで福井県には多いです。第 7 位は「加藤」さん。加藤は加賀の藤原ですから石川

県なんですが、福井県にも多いです。第 6 位は「中村」さん。これは割と全国に多いです。中村とい

うのは、村の中心地が中村。ですから、全国各地に中村という所があって、そこをルーツとする中村

さんがいます。

　いよいよトップ 5 です。第 5 位は「小林」さん。林というのは人の手が入ってる所を言います。人

の手が入るわけですから、今と違って昔は人間にそんなに大きなところは整備できません。小さい林

だけになります。それが小林です。第 4 位は「山田」さん。これは本当に全国にいます。山があっ

て、田んぼがあるというのは、日本どこでもそうですね。山がないという所はそうそうないです。田

んぼはどこでも作ってます。ですから、山があって田んぼがあるっていうのは、もう本当に日本では

普遍的な場所です。山田さんは沖縄も多いんですね。北海道から沖縄まで含めて、全部の都道府県に

多い名字は山田さんと「池田」さんぐらいです。本当に多いです。沖縄出身の山田さんという方がい

て、自分は沖縄なのに何か山田という名字は釈然としない、沖縄だって主張したいって仰っていまし

た。第 3 位は「吉田」さん。やっぱり田んぼですけど、「吉」というのは先ほど言ったように善し悪

しの「ヨシ」っていうことでしたが、あまり葦の茂っている田んぼってないんですよ。この「吉」は

違ってて、自分の持ってる田んぼが良い田んぼでありますように、子々孫々まで良い田んぼが続きま

すようにという願いを込めているんです。

　あと 2 つですが、大体想像ついていますでしょうか？これとこれかなという。第 2 位は「山本」さ

ん。西日本は山本がとにかく多いです。名字で言うと福井は西日本に入ります。名字の世界でいうと、

富山まで西日本なんですね。では、第 1 位。皆さんもうわかっていると思います。「田中」さんです。

山の麓に住んでいて、田んぼがいっぱいあって、その中に住むっていうのが昔からの日本人の生活し

ていた場所なんですよね。そういう所に住んだ方がたくさんいるので、山本・田中というの名字が多

いんですね。ですので、西日本ではほとんどの県で 1 位、 2 位に入っています。

図9　福井県名字
　　　トップテン
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　おわりに

　ということで、皆さんもちょっと名字のルーツについて、これから帰って考えてみてください。あ

るいはルーツが分からないか調べてみて、何か分かったら是非それを次の世代に残してください。皆

さん、自分の名字のルーツをお父さんお母さんから聞いてない方はどうぞ調べて分かったら、ぜひこ

うなんだよって伝えていってほしいんです。これで今回の講演を終えたいと思います。本日はありが

とうございました。


